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委
は
現
在
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
全
公
立
中
学
校
へ
の
配
置
等
に
よ
り

学
校
の
教
育
相
談
体
制
を
強
化
し
、
24

時
間
体
制
の
電
話
相
談
「
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
24
」
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
今
後

は
、
新
た
に
メ
ー
ル
に
よ
る
対
応
を
行

い
、
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
。

福
岡
県
の
豊
か
な
生

物
多
様
性
を
後
世
に

引
き
継
ぐ
た
め
「
希

少
種
保
護
条
例
」
を

早
期
に
制
定
す
べ
き
だ
。
知
事
の
所
見

は
。

Ａ　

本
県
は
こ
れ
ま
で
英
彦
山
・
犬
ケ

岳
地
区
で
の
絶
滅
危
惧
植
物
の
調
査
・

保
存
、
県
の
希
少
野
生
生
物
を
ま
と
め

た
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
発
刊
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
希
少
種
保
護
条

例
の
検
討
に
は
実
態
把
握
が
必
要
な
た

め
、
新
年
度
に
全
県
的
に
希
少
種
の
生

息
・
生
育
状
況
を
調
査
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
き
、
保
護
が
必
要
な
種
・
地
域
、

保
護
方
針
に
つ
い
て
専
門
家
に
よ
る
検

討
を
進
め
る
。

明
治
維
新
１
５
０
年

に
当
た
り
、
地
域
に

お
け
る
偉
人
の
顕
彰

活
動
や
記
念
事
業
に

つ
い
て
知
事
と
教
育
長
に
問
う
。

Ａ　

顕
彰
活
動
は
県
民
が
自
分
た
ち
の

歴
史
や
文
化
に
関
心
を
持
ち
、
ふ
る
さ

と
へ
の
愛
着
が
増
し
、
誇
り
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。
人

材
育
成
や
地
域
振
興
に
も
つ
な
げ
ら
れ

る
。
県
教
委
は
現
在
、
県
立
図
書
館
の

郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
「
福
岡
の
幕
末

維
新
」
に
つ
い
て
関
連
図
書
を
紹
介
し

て
い
る
。
今
後
も
市
町
村
や
郷
土
の
歴

史
を
研
究
し
て
い
る
団
体
等
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

１
歳
か
ら
２
歳
未
満

の
第
１
期
風
疹
ワ

ク
チ
ン
接
種
率
と
地

域
状
況
に
つ
い
て
聞

く
。

Ａ　

国
の
調
査
で
は
、
平
成
28
年
度
の

福
岡
県
の
第
１
期
風
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
の
平
均
は
96
・
６
％
で
、
国
が
目
標

と
し
て
い
る
95
％
を
上
回
っ
て
い
る
。

目
標
値
を
下
回
っ
て
い
る
市
町
村
数
は

現
在
31
で
、
田
川
保
健
医
療
圏
で
接
種

率
が
低
い
傾
向
に
あ
る
。
風
疹
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
は
、
風
疹
の
予
防
、
ま
ん
延

防
止
の
た
め
に
大
変
重
要
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
市
町
村
の
接
種
率
を
目
標
値
で

あ
る
95
％
に
向
け
て
引
き
上
げ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

市
町
村
の
指
定
す
る

避
難
所
に
非
常
用
電

源
の
配
備
が
進
む
よ

う
推
進
す
べ
き
と
考

え
る
。

Ａ　

市
町
村
が
指
定
す
る
避
難
所
は
現

在
２
７
３
３
施
設
。
そ
の
う
ち
８
０
４

施
設
に
非
常
用
電
源
が
配
備
さ
れ
て
い

る
。
県
は
昨
年
３
月
、
非
常
用
電
源
で

あ
る
発
電
機
、
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
避
難

所
に
必
要
な
資
機
材
を
記
載
し
た
「
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
指
針
」
を

策
定
、
市
町
村
に
示
し
て
い
る
。
国
の

「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
」
を
活
用

し
て
配
備
を
進
め
る
よ
う
、
副
市
町
村

長
会
議
、
防
災
関
係
課
長
会
議
な
ど
で

助
言
し
て
い
る
。

民
泊
に
つ
い
て
、
生

活
環
境
の
悪
化
防
止

の
観
点
か
ら
規
制
条

例
を
早
急
に
制
定
す

べ
き
だ
。

Ａ　

住
宅
宿
泊
事
業
法
（
民
泊
新
法
）

で
は
、
都
道
府
県
は
生
活
環
境
の
悪
化

防
止
の
た
め
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め

ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
条
例
で
住
宅

宿
泊
事
業
の
実
施
を
制
限
で
き
る
。
本

県
は
、
新
法
施
行
後
の
実
態
、
例
え
ば

苦
情
の
発
生
状
況
、行
政
に
よ
る
指
導
・

監
督
の
状
況
、
生
活
環
境
の
変
化
等
を

み
な
が
ら
、
必
要
が
あ
れ
ば
条
例
制
定

を
検
討
し
て
い
く
。

玄
海
原
発
の
安
全
性

と
原
発
ゼ
ロ
基
本
法

案
の
国
会
提
出
に
対

す
る
知
事
の
認
識
に

つ
い
て
。

Ａ　

玄
海
原
発
３
・
４
号
機
の
安
全
性

に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
で

厳
正
に
審
査
さ
れ
、
世
界
で
最
も
厳
し

い
新
規
制
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
、
国
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
原
発
ゼ
ロ
基
本
法

案
は
、
原
発
の
廃
止
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
構
造
の
転
換
を
目
的
と
し
た
法
案
で

あ
り
、
国
会
で
、
わ
が
国
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
て
議
論
し
て
も
ら

い
た
い
。
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。

特
別
支
援
学
校
の
就

職
先
の
確
保
や
就
職

決
定
率
の
さ
ら
な
る

充
実
強
化
の
た
め
に

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

Ａ　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
今
後
、
こ

れ
ま
で
の
勤
労
観
、
職
業
観
を
育
て
る

取
り
組
み
の
充
実
に
加
え
、
昨
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
特
別
支
援
学
校
現
場

実
習
強
化
事
業
や
、
来
年
度
か
ら
実
施

す
る
特
別
支
援
学
校
技
能
検
定
開
発
事

業
を
通
し
て
、
生
徒
に
実
践
的
な
技
能

と
就
職
に
向
け
た
明
確
な
目
標
や
自
信

を
持
た
せ
る
な
ど
、
一
般
企
業
へ
の
就

労
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
充
実
強
化

し
て
い
き
た
い
。

タ
イ
王
国
総
領
事
館

の
福
岡
設
置
決
定

は
、
県
議
会
が
一
丸

と
な
っ
て
わ
ず
か
２

年
の
取
り
組
み
で
実
現
し
た
。
議
員
外

交
の
成
果
を
知
事
は
ど
う
認
識
し
て
い

る
か
。

Ａ　

県
議
会
は
バ
ン
コ
ク
都
議
会
と
の

友
好
提
携
に
基
づ
く
交
流
で
培
っ
た
人

脈
を
生
か
し
、
タ
イ
政
府
に
さ
ま
ざ
ま

な
働
き
掛
け
を
行
っ
た
。
そ
の
熱
意
と

尽
力
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
、
感
謝
を

申
し
上
げ
る
。
と
り
わ
け
昨
年
２
月
の

ド
ー
ン
外
相
、
５
月
の
ソ
ム
キ
ッ
ト
副

首
相
、
タ
ナ
サ
ッ
ク
副
首
相
と
の
会
談

の
実
現
が
、
設
置
を
大
き
く
前
進
さ
せ

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
考
え
て
い

る
。

多
様
な
色
覚
を
有
し

て
い
る
た
め
色
に
よ

る
識
別
に
配
慮
が
必

要
な
人
た
ち
が
い
る
。

こ
う
し
た
人
に
も
情
報
が
正
確
に
伝
わ
る

よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
実
現
の
た
め
、
県
で
は
ど

の
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
か
。

Ａ　

県
の
建
築
物
、
公
園
、
道
路
な
ど

公
共
施
設
で
は
、
案
内
表
示
は
文
字
の

大
き
さ
や
色
等
に
配
慮
し
、
視
覚
障
が

い
者
用
の
床
材
は
周
囲
の
床
材
よ
り
明

る
い
色
を
採
用
し
て
、
色
に
よ
る
識
別

に
配
慮
が
必
要
な
人
へ
の
対
応
を
行
っ

て
い
る
。
広
報
紙
「
福
岡
県
だ
よ
り
」

や
広
報
誌
「
グ
ラ
フ
ふ
く
お
か
」
は
、

文
字
の
大
き
さ
、
配
色
な
ど
に
配
慮
し

て
い
る
。

閉
園
し
た
ス
ペ
ー
ス

ワ
ー
ル
ド
の
従
業
員

の
再
就
職
と
中
小
企

業
の
人
材
確
保
の
支

援
を
問
う
。

Ａ　

県
は
ス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
の
離
職

者
に
対
し
、
福
岡
労
働
局
や
北
九
州
市

等
と
共
同
で
設
置
し
た
「
緊
急
雇
用
対

策
会
議
」
な
ど
で
就
職
支
援
を
行
い
、

２
月
末
現
在
で
58
人
が
県
内
企
業
へ
再

就
職
し
た
。
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連

携
し
き
め
細
か
な
就
職
支
援
を
続
け

る
。
中
小
企
業
の
人
材
確
保
で
は
地
元

経
営
者
の
特
別
授
業
や
会
社
見
学
会
等

を
実
施
。
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
も
重

要
で
あ
り
、
企
業
の
さ
ら
な
る
働
き
方

改
革
を
促
し
て
い
く
。

ジ
ビ
エ
の
利
活
用
に

つ
い
て
。

Ａ　

本
県
で
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
や

シ
カ
の
肉
は
「
ふ
く
お
か
ジ
ビ
エ
」
と

し
て
広
く
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
県
、市
町
村
、

獣
肉
処
理
加
工
施
設
の
運
営
者
で
「
ジ

ビ
エ
流
通
促
進
協
議
会
」
を
設
立
、
各

施
設
で
過
不
足
が
生
じ
た
ジ
ビ
エ
を
融

通
し
合
い
、
熟
練
し
た
講
師
が
解
体
処

理
者
に
実
技
講
習
を
行
い
、
処
理
頭
数

を
増
や
す
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
給

食
で
の
活
用
は
平
成
26
年
度
に
宗
像
市

が
小
中
学
校
で
モ
デ
ル
的
に
実
施
、
現

在
も
３
校
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
エ

イ
ズ
患
者
は
医
療
機

関
や
介
護
施
設
等
か

ら
半
数
は
受
け
入
れ

を
断
ら
れ
て
い
る
。
受
け
入
れ
拒
否
や
受

診
拒
否
を
な
く
す
た
め
、
介
護
施
設
な
ど

の
福
祉
施
設
、
ま
た
医
師
会
、
歯
科
医
師

会
な
ど
に
対
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
医
療
の
正
し
い

知
識
の
普
及
を
。

Ａ　

県
の
保
健
所
で
は
医
師
、
歯
科
医

師
、
看
護
師
、
介
護
支
援
専
門
員
等
を

対
象
に
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
福
祉

施
設
の
管
理
者
等
に
対
し
て
も
、
県
が

行
う
説
明
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

活
用
し
普
及
を
図
っ
て
い
く
。

民
泊
新
法
で
は
、
保

健
所
設
置
市
が
民
泊

の
届
け
出
業
務
を
行

う
と
、
住
宅
宿
泊
事

業
の
規
制
条
例
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

少
な
く
と
も
福
岡
、
北
九
州
両
政
令
市
に

対
し
て
、
こ
れ
ら
の
業
務
を
行
う
よ
う
関

係
機
関
で
検
討
す
べ
き
と
思
う
。

Ａ　

現
時
点
で
は
い
ず
れ
の
市
か
ら
も

「
新
法
で
の
届
出
・
監
督
お
よ
び
条
例

制
定
の
事
務
は
行
わ
な
い
」
と
の
意
向

が
示
さ
れ
て
い
る
。当
面
は
県
が
届
出
・

監
督
等
の
事
務
を
行
う
が
、
新
法
施
行

後
の
実
態
の
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、

保
健
所
設
置
市
に
よ
る
事
務
処
理
に
つ

い
て
引
き
続
き
協
議
し
て
い
く
。

「
水
田
フ
ル
活
用
」

の
推
進
に
つ
い
て
。

Ａ　

水
田
に
作
付
け
さ
れ
る
麦
と
大
豆

の
品
質
・
収
量
の
向
上
の
た
め
に
暗あ

ん

渠き
ょ

排
水
の
新
設
や
再
整
備
を
進
め
て
い

る
。
今
後
も
受
益
農
家
等
と
十
分
協
議

し
、
国
に
予
算
確
保
を
働
き
掛
け
て
い

く
。
栽
培
技
術
は
県
内
10
カ
所
の
普
及

指
導
セ
ン
タ
ー
が
講
習
会
等
で
適
期
播は

種し
ゅ

の
徹
底
や
病
害
虫
の
防
除
対
策
等
を

指
導
。
Ｊ
Ａ
と
市
町
村
等
と
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
難
防
除
雑
草
や
地
力

低
下
の
課
題
解
決
の
た
め
の
実
証
ほ
場

を
設
置
。
現
地
検
討
会
や
研
修
会
等
で

普
及
を
図
っ
て
い
る
。

県
職
員
の
採
用
試
験

に
つ
い
て
。

Ａ　

近
年
は
特
に
技
術
系
職
種
の
受
験

者
が
減
少
傾
向
で
、
採
用
予
定
者
数
の

確
保
が
困
難
と
な
る
状
況
も
生
じ
て
い

る
。
人
材
確
保
が
困
難
な
職
種
は
必
要

に
応
じ
て
試
験
の
実
施
方
法
を
見
直
し

て
い
く
。
ま
た
、
性
格
や
人
柄
、
公
務

員
と
し
て
の
適
格
性
を
把
握
す
る
た
め

に
個
別
面
接
や
集
団
討
論
な
ど
も
実
施

し
て
い
る
が
、
県
職
員
に
求
め
ら
れ
る

資
質
や
倫
理
観
を
よ
り
一
層
見
極
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
物
試
験
の
在

り
方
を
他
県
の
状
況
を
参
考
と
し
な
が

ら
研
究
し
て
い
く
。

（
６
面
に
続
く
）

原田 博史
（北九州市小倉北区）

原中 誠志
（福岡市中央区）

佐々木 允
（田川市）

仁戸田 元氣
（福岡市西区）

大田 京子
（福岡市南区）

川﨑 俊丸
（糸島市）

岩元 一儀
（北九州市八幡西区）

吉村 敏男
（飯塚市・嘉穂郡）

西尾 耕治
（糟屋郡）

松下 正治
（北九州市八幡西区）

壹岐 和郎
（北九州市小倉北区）

高橋 雅成
（福岡市博多区）

新開 昌彦
（福岡市早良区）

吉武 邦彦
（宗像市）

神﨑 　聡
（田川郡）

公
明
党

緑
友
会


